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③認知症についての相談先

【間32-1でr1. Jと蓄えた方にうかがいます】
間32-2 誰に相談しましたかくOはいくつでも〉

【認知症についての相談先】

0唱 20% 40覧 60% 80% 100拡

配偶者、家族 65.6 

かかりつけ医

友人

いきいきセンターふくおか(地域包括支援センター)

保健福祉センター(区役所)

民生~員

その他

無回答

全体(n=151)

認知症についての相談先は、「配偶者、家族Jが 65.6%と身近な人での回答が多く、次いで fかかり

つけ医Jが39.7%となっている。
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④認知症について知りたいこと

間33 認知症に関してどのようなことが知りだいですか。 (0はいくつでち〉

【認知症について知りたいこと】

認知症の予防方法

認知症の原因や症状

認知症の治療や診断に関すること

認知症の人に後するときの心構え

認知症の専門医と受診方法について

認知症に関する相談窓口

認知症の在宅サービスに関する情報

グループホームなどの筋設の情報

本人に代わり金銭や財産管理、

契約等の手続を行う制度に関する事

その他

無回答

0覧 20覧 40拓 60覧 80% 100覧

65.8 

全体(N=2.985)

認知症について知りたいことは、 「認、知症の予防方法Jが65.8%で最も多い。以下、「認知症の原因や

症状Jが28.2%、f認知症の治療や診断に関することJが24.0%、「認知症の人に接するときの心構えJ

が21.3%となっている。
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【認知症について知りたいこと×性別・年齢別・世帯構成別】

u 

認 報認 グ 言昆 露呈 約本 て善意 総 認 そ
無回

回 知 知 Jレ 知 知 等人 知 知 知 の
4客 疲 症 言E 症 のに 症 症 症 他 君事
数 の の プ の 手代 の の の
予 夜 ホ 関 治 続わ 専 原 人
防 宅 す 療 をり 門 因

カ‘ サ ム る や 行金 医 や 後
法 な 相 診 う銭 と F主 す

ピ ど 談 断 市IJや 受 状 る
ス の 言E、 度財 告随タ局、 と
施 口 関 にjfg 方 き

関 設 す 関管 法 の
す の る す理 .L'、
る 情 .:: る つ 構
f背 報 と 事契 し、 え

全 体
2，985 1，964 352 240 547 716 183 553 841 637 82 600 
100.0 65.8 11. 8 8.0 18.3 24.0 6. 1 18.5 28.2 21. 3 2.7 20. 1 

性
男性 1. 315 66.4 10.3 6.2 18.8 23.4 5.2 15. 1 28.4 19.5 3.5 19.6 

JJIJ 
女性 1. 609 65.8 13. 1 9.6 18.0 24.9 6.9 21. 5 28.3 23.0 2.1 20.3 
無阿君主 61 51. 1 9.8 6.6 16.1 13.1 1.9 11.8 19.7 18.0 4.9 26.2 
60 ~6 4歳 720 67.8 11. 9 9. 7 20. 7 25.3 9.4 21. 8 28.6 25.3 2.9 15.4 
65~69歳 680 74.1 11. 0 8.2 21. 5 28.4 6.9 22.4 33.2 26.5 1.9 12.6 

韮手 70~74歳 590 69.5 13.6 8.3 17.5 25.1 4. 7 17. 1 32.4 22.0 2.4 18.0 
齢 75~79歳 428 60.3 8.9 7.0 16.1 19.6 3. 5 15.4 23.6 15.7 4.2 26.6 
5JIJ 80-84歳 312 58.0 12.5 4.8 14.4 21. 5 5. 1 12.8 23.1 15.4 2.9 29.5 
85歳以上 213 48.8 13.6 8.0 14. 1 18.3 3.8 15.0 18.3 11. 3 2.3 35. 7 
型軽回答 42 45.2 11. 9 7.1 11. 9 7.1 2.4 11. 9 14.3 14.3 4.8 35. 7 
ひとり基らし世帯 633 62. 1 10.9 8.8 18.8 22.6 7.1 18.6 28.0 14.2 3.6 23.5 
夫婦だけで、一人とも65歳以上

816 69.1 14. 1 8.1 18.6 25.6 4.9 17.6 29.2 21. 7 2. 7 18.5 の世宇野
夫婦だけで、どちらかが65歳以

219 67. 1 11. 4 5.0 21. 5 26.0 6.4 21. 9 28.3 25.1 2.3 19.6 上の世楊
世 夫婦だけで、一人とも65歳未満

210 67.6 12.9 11. 0 22.9 24.3 8. 1 21. 9 29.5 29.5 3.3 12.4 
手持 の世僻
構 あなたとその他の品齢者 (65厳

90 63. 3 11. 1 7.8 16. 7 27.8 10.0 18.9 25.6 23.3 2.2 22.2 成 以上の方)のみの世幣
5JIJ 一世代同居世帯(6帯5歳)未満の方 514 70.6 11. 7 7.8 16.3 24. 1 6.2 16.9 29.4 25.1 1.4 16.3 がし、らっしゃる世
一世代同居世帯 (65歳未満の方

121 64.5 13.2 9.9 14.0 24.8 5.0 18.2 21. 5 22.3 3.3 24.0 がいらっしゃる世帯)
その他の世帯 318 60. 1 7.9 6.9 17.9 21. 7 6.0 20.8 29.6 22.0 3.1 22.3 
墾阿君主 64 15.3 7.8 1.7 L!b..Q_ 12.5 1.6 ~ 12.5 9.4 | 三l 12.2 

性別でみると、 「認知症の専門医と受診方法についてJでは、男性に比べ女性の割合が高くなってい

る。

年齢別にみると、「認知症の予防方法jは年齢が低い層で高い傾向にあるが、特に65"'69歳では74.1%

を占めている。このほか、認知症に関する相談窓口、認知症の専門医と受診方法などでも、比較的低い

年齢層で割合が高くなっている。

世帯構成別にみると、夫婦だけで、二人とも 65歳未満の世帯では「認知症の人に接する心構えJの

割合が、他の世帯に比べてやや高い。
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⑤認知症対策として充実した方がょいと思うこと

間34 認知症対策として充実しだ方がよいと思うことは何ですか。 (0はいくつでち〉

【認知症対策として充実した方がよいと思うこと】

認知症の治療が受けられる身近な

医療機関(かかりつけ医)

認知症に関する知識・対応方法・

相餓窓口等の普及啓発

認知症の方が緊急時に入院や入所が

できる病院・施段

認知症の方の家族に対する支媛

認知症治療や介護に関する情報が

入手できる仕組み

認知症の方を地域で見守るしくみや居場所

その他

無回答

。覧 20% 40% 60% 80拡

45.5 

会体(N=2.985)

認知症対策として充実した方がょいと思うことでは、 f認知症の治療が受けられる身近な医療機関(か

かりつけ医)Jが45.5%で最も多く、次いで「認知症に対する知識 ・対応方法・相談窓口等の普及啓発J

が41.6%、「認知症の方が緊急時に入院や入所ができる病院・施設Jが41.4%で続いている。
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5.保健・福祉サービス

(1) rいきいきセンターふく おか」 の認知度

問35 いきいきセンターふくおか〈地域包括支援センター〉という名前を聞いたことがあります

か。 (0は1つ〉

【『いきいきセンターふくおかJの認知度×年齢別 ・健康状態別】

-聞いたζとがある 図聞いたζとがない ロ無回答

全体 zE!E ・勿務務務後務;'筑後務務務級協 13.6
(N=2.985) 

(n=720) 
37.8 m~61.3~ll.0 

65-69歳
42.6 m~勿物56.2~微鏡W%æ.l ll.2

(n=680) 

70-74il 
54.4 ~勿綴42.5~ 13.1 年 (n=590) 

量令
見。 75-79歳

l8M0m48248a } 

(n=312) 

85歳以上
(n=213) 

「健一1:::~J!~n 44.3 銘勿勿勿勿勿勿勿勿勿鋭53.0~勿勿勿勿勿勿勿勿~ 12.7 
(n=1.387) 

日常生活lま自立、外出も 48.2 努~勿勿勿勿筋48.7沼勿勿勿勿勿勿勿勿ræl 13.0 健ひとりでできる(n=1.348) 
~ 
家の中では自立、外出lま

状
ひとりでできない(n=168)

態

見。 日中もベッドの上での生活が
主体である(n=37)

(n= 16) 

O覧 20% 40拡 60覧 80% 100覧

「いきいきセンターふくおかj(地域包括支援センター)の名前を、 「聞いたことがあるJ人は46.8%、

「聞いたことがないJ人は49.6%で同程度となっており、前回調査よりも認知度は上昇している。

年齢別では、 70歳以上の年齢層では「聞いたことがあるJの割合が高く、これ以下の年齢層では f聞

いたことがないJという人が多くなっている。

健康状態別では、家の中では自立、外出はひとりでできない人と、日中もベッドの上での生活が主体

である人では「聞いたことがあるJとの回答が多くなっている。
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第 1章高齢者一般調査

(2) rいきいきセンターふくおか」が行っている業務認知度

【間35でr1. Jと答えた方にうかがいます】
間35-1 いきいきセンターふくおか(地域包括支援センター〉が行っていることで知っている

ことは伺ですか。 (0はいくつでも〉

【「いきいきセンターふくおか」が行っている業務認知度】

0覧 20首 40覧 60覧 80% 100覧

介護や福祉についての相級対応隊後後後後後後後物70.8

介護予防や健康づくりについての相該対応隊務務後援額40.4

要支援1・2の方のケアプランの作成傷後後多額31.9

認知疫についての相談対応隊銘銘銘矧20.4

虐待や消費者被害など ~..の
高齢者の梅利についての相談対応降~. . 一

その他修~6.6

無回答WAll1.1

全体(n=1，396) 

行っている業務の認知度では、 f介護や福祉についての相談対応Jが 70.8%で最も多く、次いで、「介

護予防や健康づくりについての相談対応Jが40.4%、「要支援1・2の方のケアプランの作成Jが31.9% 

で続いている。

(3) rいきいきセンターふくおか」に相談したこと

【問35でr1. Jと答えた方にうかがいます】
間35-2 いきいきセンターふくおか〈地域包括支援センター〉に相談しだり、センター職員か

ら話を聞いたりしだことがありますか。 (0は1つ〉

【「いきいきセンターふくおか」に相談したこと】

巳 ロ無回答

全体

(n=I.396) 

0% 20% 40覧 60% 80覧 100% 

「いきいきセンターふくおかJ(地域包括支援センター)に相談したことは、「あるJが 31.4%、「な

いJが63.0%となっている。
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(4)相談した際の満足度

【間35-2でf1.Jと答えた方にうかがいます】
間35-3 いきいきセンターふくおか(地域包括支援センター〉に相談しだり、センター職員か

ら話を聞いたりしだ際の満足度はどうでしだか。 (0は1つ〉

【相談した際の満足度】

全体

(n=439) 

図やや満足している

ロ無回答

Bあまり満足していない

。% 20% 40拡 60拡 80覧

いきいきセンターふくおか(地域包括支援センター)に相談した際の満足度は、「満足しているJが

52.8%と過半数を占めており、次いで 「やや満足しているJが 32.6%で、これを合わせた『満足』は

85.4%を占める。

(5)相談したり、話しを聞いたりしていない理由

【問35-2でf2.Jと答えた方にうかがいます】
間35-4 いきいきセンターふくおかに相談しだり、センター職員から話を聞いたりしていない

理由は伺ですか。 (0は1つ〉

【相談したり、話しを聞いたりしていない理由】

-相談する必要がなかった

図どの程度のことを相談してよいのかわからなかった

回連絡先がわからなかった

回センターの場所がわからなかった

回その他

ロ無回答

全体
(n=879) 

0% 20拡 40% 60也 80覧 100% 

いきいきセンターふくおか (地域包括支援センター)に相談したり、 話を聞いたり していない理由で

は、 f相談する必要がなかったj が79.1%で最も多い。
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(6) rいきいきセンターふくおか」に相談したいこと

問36 いきいきセンターふくおか〈地域包括支援センター〉に相談したいことはどんなことです

か。 (0はいくつでち〉

【「いきいきセンターふくおかJに相談したいこと】

0% 1 0% 20% 30% 40喝 50覧

相談したい二とはない 37.0 

介護や権批についての相級

介護予防や健康づくりについての繍級

認知症についての相級

虐待や消費者被害など

高齢者の梅幸IJについての相談

その他

無回答

全体(N=2.985)

「いきいきセンターふくおかj(地域包括支援センター)に相談したいことは、「介護や福祉について

の相談Jが 28.4%、「介護予防や健康づくりについての相談Jが 16.3%、「認知症についての相談Jが

10.7%となっている。一方「相談したいことはないJは、全体の37.0%を占める。
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【「いきいきセンターふくおか」に相談したいこと×性別 ・年齢別 ・世帯構成別】

。

介
いて介護
者虐 認 そ 相 無

回 議 の待 知 の 談 回

答 や の予 権や 症 他 し 理事
数 福 相防 利消 た

中止 談や iこ費 つ b、

健 つ者 (，、 」、，

Jコ E長 い被 て と
U、 づ て寄 の は
て く のな 相 な
0) り 相ど 談 b、

4哲 談高

談 つ 齢

全 体
2，985 848 486 57 319 87 1，103 669 
100.0 28.4 16.3 1.9 10.7 2.9 37.0 22.4 

性
男性 1，315 27.5 16.8 1.7 9.9 2. 1 40.4 21. 1 
1女性 1. 609 29.3 16.0 2.0 11. 2 3.4 34.2 23.4 JJIJ 
無司容 61 24.6 11.5 3.3 14.8 6.6 34.4 24.6 
60~64歳 720 27.9 12. 1 1.4 8.9 2.9 45. 1 17.4 
65~69歳 680 28. 7 18.1 2.6 12.1 1.3 40.4 18.7 

年 70~74歳 590 27.6 19.3 2. 7 11. 0 3. 7 34.9 22.9 
齢 75~79歳 428 26.4 18.5 1.2 9.6 3.0 34.1 25.9 
5JIJ 80~84歳 312 31. 7 17.0 1.3 11.2 4.2 26.6 28.2 

|無8回号歳答以上 213 31. 5 12.2 0.9 12.7 3.3 25.4 32.4 
42 23.8 9.5 4.8 11. 9 4.8 33.3 33.3 

ひとり碧らし世帯 633 25.9 17.9 1.7 8.2 4.6 33.6 24. 3 
夫婦だけで、 人とも65歳以上の性格 816 29. 7 16. 7 2.8 12.4 3. 1 33.9 23.2 
世 l夫婦だけで どちらかが65歳以上の世帯 219 31. 5 14.6 1.4 11. 0 1.4 42.0 18. 7 
帯 夫婦だけで、 人とも65歳未満の世帯 210 28. 1 12.4 1.9 11.9 1.9 47.1 14.3 
構 あなたとその他の尚齢者 (65歳以上の方)のみの世帯 90 31. 1 16.7 。。 10.0 3.3 28.9 27.8 
成 世代同居世帯 (65歳未満の方がいらっしゃる世務) 514 32. 7 18. 1 2.3 11. 1 2.3 37.5 18.9 
5JIJ ー世代向原・世帯事 (65歳未満の"jj'がいらっしゃる世帯干} 121 21. 5 14.0 1.7 12.4 0.8 46.3 22.3 
その他の世帯 318 24.5 15. 1 0.3 9. 1 2.8 40. 3 25.2 
|然回答 64 21. 9 9.4 1.6 10.9 1.6 29. 7 40.6 

性別でみると、いずれも「相談したいことはないJと答えた人が最も多いが、女性に比べ男性で多く

なっている。

年齢別では、低い年齢層ほど「相談したいことはないjの割合が高くなっている。

世帯構成別では、夫婦だけで、二人とも 65歳未満の世帯と三世代同居世帯で「相談したいことはな

いJの割合が他に比べ高くなっている。
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6.生きがい・社会活動

( 1 )ボランティア活動について

①ボランティア活動の有無

間37 あなたは、現在ボランティア活動をしていますか。 (0は1つ〉

【ボランティア活動の有無×性別 ・年齢別 ・健康状態別】

-現在活動している 図活動していない ロ無回答

「一一一

会体
(N=2，985) 

「男性 .10.1・~勿徽86.2~勿~ 13.7 
性 (n=l，315) 

見。 女性
L (n=l，609) 

.8.8・~勿~90.4勿初級協~10.8
(n=720) 

65-69歳
-・12.9・E勿勿勿勿勿勿勿勿~勿w.ú2勿勿~85.3努勿勿勿勿勿勿勿勿勿勿勿勿勿勿~11.8

(n=680) 

70-74i1t 
年 (n=590) 
齢
75-79歳見。
(n=428) 

(n=312) 

85農以上
(n=213) 

「駅普通明日凶 圃13.3~83.7~勿捌 13.0
(n=l，387) 

日常生活は自立、外出も
鍵 ひとりでできる(n=1，348) 
康 家の中では自立、外出lま
状
ひとりでできない(n=168)

態

別 日中もベッドのよでの生活が0.0~97.3~12.7 
主体である(n=37)

(n=16) 
L 

0% 20% 40覧 60% 80% 100覧

現在、ボランティア活動をしている人は 10.1%、活動していない人は84.9%を占める。

年齢別にみると、現在活動をしている人は65"'74歳までの層で割合が高くなっている。

健康状態別にみると、自立度が高い人で活動している割合が高い。
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②ボランティア活動の頻度

【間37でr1. Jと答えた方にうかがいます】

間37-1 ボランティア活動への参加状況はどれくらいですか。 (0は1つ〉

【ボランティア活動の頻度×性別 ・年齢別 ・健康状態別】

-ほとんど毎日 四週2-3回程度 臼週1回程度

回月1回程度 日2-3カ月に1回程度 図半年に1回程度

ロ無回答
」

全体 h8.6.物 15j物::':25J2": i""， i"": 31.5 .'6.3'・15.6同 12.3
(n=302) 

「男性 .9.8・膨:w;ø.19.5~...:... i ...:... i ...:27. 1i...:...i...:...i...:腫置置26.3蝿歯菌'6.0瀦7.5醐 13.0
性 (n=133) 

完IJ 女性
17.41:wJo.16.6aa矧ト23.9": 36.8 s.7:?3.7E:ヨ 11.8 L (n=163) 

(n=63) 
14.8~勿~15.9~勿佐 . . . :222iu.2 39.7 './9.5.:-'・怠6.3割1 1.6 

65-69歳
.1 1.4・E勿勿~20.5勿勿勿~..:...:... :...:...: ...:..31.8 ..:...: ...:...:. ..:...:. .._25.0_4.514.5同 0.0

(n=88) 

70-74歳
15.2彰勿勿勿1:?24 . 7勿勿勿忽~.・. .十 22.H"i"'i 31.2 :':6.5・盤6.5劉 12.6 童手 (n=77) 

齢
75-79歳}lIJ 
(n=40) 

17.512.5 γ::::::22.5γ・2・ 45.0 日7.5.:盤7.5~壷5.03 I 2.5 

(n=21) 

85歳以上
(n=8) 

「一健康で、普通に生活している健 (~~ 84) _.-~，.， ~ ~. '" 18.2E勿~18.5勿勿Z司令 :...:...23.4 32.1 ':¥8.2).14.9t=:l 1 2.2 

康
日常生活は自立、外出も

状 .9.8.勿勿æI9.6~ ト : +":26.8 31.3 2.7~7.1 劉 12.7
態
ひとりでできるい=112)

男IJ 家の中では自立、外出Iま
O.L O'。ふ。ぶ…::::::::::::::::50.0:::::::・・e・………::0.日以::.::./.2 5.0 ::.:./ふ':.0.0二二二25.0三三三弓 0.0Lーひとりでできない(n=4)

O拡 20略 40首 60覧 80" 100% 

ボランティア活動の頻度は、「月 1回程度Jが31.5%、f週1回程度jが25.2%、「週2"-'3回程度J

が18.5%となっている。

性別でみると、男性は『週 1回以上』の割合が女性よりも高く、女性は『月 1回程度以下』の割合が

男性よりも高くなっている。

-76 -



第 1章高齢者一般調査

③1回当たりの参加時間

【間37でr1. Jと答えた方にうかがいます】
間37-2 1回当たりの参加時聞はどれくらいですか (0は1つ〉

【1回当たりの参加時間】

全体

(n=302) 

図 1時間以上2時間未満 白 2時間以上4時間未満

ロ無回答

。% 20% 40覧 60拡 80弛 100覧

1回当たりのボランティア活動への参加時間は、 f2時間以上4時間未満Jが 31.5%で最も多く、次

いで f1時間以上2時間未満Jが27.2%となっている。

④ボランティア活動を行っている場所

【間37でr1. Jと答えた方にうかがいます】
間37-3 どこでボランティア活動を行っていますか。 (0はいくつでも〉

【ボランティア活動を行っている場所】

0% 20弛 40略 60略

地域の公民館等の公共箆設協務務務務務務微弱務務物46.4

病院、老人ホームなどの民間施設協~努錫

相手方の家(同一校区)協勿~7.9

自宅協勿勿aa7.6 

NPOなどの事務所協銘~6.0

相手方の家(違う校区)隊~4.0

その他傷後後傷後後修復瀦30.5

無回答協9.6

ーーーーー司、

全体(n=302)

ボランティア活動を行っている場所では、「地域の公民館等の公共施設Jが46.4%で最も多い。

ヴ

d
ヴ
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平成25年度 福岡市高齢者実態調査結果報告書

⑤ボランティア活動の内容

【間37でr1. Jと答えた方にうかがいます】

間37-4 ボランティア活動の内容はどのようなものですか。 (0はいくつでち〉

【ボランティア活動の内容】

地減の自治活動

高齢者を支援する活動

子ども・青少年を支援する活動

環境に関する活動

文化・伝家活動

障がい兜・者を支緩する活動

募金や首切手などの収集

一般を対象としたスポーツ・

レクリエーション指導

国際交流・国際協力活動

その他

無回答

O首 10覧 20覧 30覧 40覧 50覧

33.1 

全体(n=302)

現在行っているボランティア活動の内容は、「地域の自治活動Jが 33.1%で最も多く、次いで「高齢

者を支援する活動Jが26.5%、f子ども ・青少年を支援する活動Jが19.5%で続いている。
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【ボランティア活動の内容×性別・年齢別・世帯構成別 ・健康状態別】

(%) 

『高 動隊 活子 環 凶 文 I也 事事 ツ そ 無
回 齢 t手 動ど 境 際 イヒ 域 金 -般 0) 回

4宰 者 し、 も 交 の や レを 他 答

数 を 児 関 流 伝 拘 古 ク対

支 背 す 承 治 ~J リ象
援 者 少 る 国 活 活 手 エと
す を 年 活 際 動 動 な lし
る 支 を 動 協 ど シた
活 援 支 カ の ヨス

動 す 援 活 収 ンポ
る す 動 集 指 l
f司令 る 連事

全体
302 80 28 59 50 10 37 100 15 13 59 14 
100.0 26.5 9.3 19.5 16.6 3.3 12.3 33.1 5.0 4. 3 19.5 4.6 

性
5号f雫 133 17.3 6.0 21. 1 24. 1 1.5 13.5 45. 1 3.8 8. 3 16.5 4.5 
女性 163 33.1 12.3 19.0 9.8 4.9 11. 7 24.5 6.1 1.2 21. 5 4.9 
別
無間宣主 6 50.0 0.0 0.0 33.3 0.0 0.0 。‘O 0.0 0.0 33.3 0.0 
60-64蔵 63 20.6 14.3 22.2 7.9 4.8 6.3 27.0 3.2 1.6 25.4 。。
65-69歳 88 22.7 12.5 18.2 21. 6 1. 1 13.6 36.4 5.7 4. 5 18.2 5. 7 

年 70-74歳 77 33.8 9.1 23.1 23.1 1.3 10.4 11. 6 7.8 5.2 13.0 3.9 
齢 75-79歳 40 25.0 0.0 15.0 10.0 7.5 10.0 27.5 2.5 5.0 30.0 7.5 
J'lIJ 80-84綴 21 28.6 4.8 23.8 9.5 9.5 38. 1 28.6 4.8 9. 5 9.5 9.5 
85歳以上 8 25.0 0.0 。。 12.5 0.0 12.5 25.0 0.0 0.0 12.5 12.5 
無凪答 5 60.0 0.0 。。 20.0 0.0 。。 。。 0.0 0.0 40.0 。。
ひとり暮らし位都 52 30.8 9.6 17.3 9.6 5.8 15.4 15.4 9.6 0.0 25.0 9.6 

夫婦だけで、 一人とも65歳以上の
95 28.4 8.4 22.1 23.2 3.2 13.7 47.4 6.3 4.2 13.7 3.2 t埜字詰

夫婦だけで、どちらかが65歳以上
28 17.9 21. 4 14.3 0.0 0.0 14.3 17.9 3.6 14.3 17.9 7. 1 

のt止僻

世 夫婦だけで、 一人とも65歳未満の 20 15.0 5.0 30.0 10.0 0.0 5.0 35.0 0.0 5.0 25.0 。。
手持 世事普

相理
あなたとその他の高齢者 (65歳以

9 11. 1 11. 1 11. 1 33.3 0.0 11. 1 33.3 0.0 11. 1 22.2 22.2 
成
上の方)のみの世帯

日IJ一世代同居世宇野 (65歳未満の方が 58 25.9 8.6 22.4 24.1 5.2 13.8 32.8 5.2 3.4 15.5 1.7 
いらっしゃる世帯}
二世代同居世帯 (65歳未満の方が

8 25.0 0.0 37.5 。。 0.0 12.5 50.0 0.0 0.0 12.5 。。
いらっしゃる世帯)

その他の世帯 25 24.0 8.0 8.0 12.0 4.0 。。 32.0 0.0 4.0 36.0 4.0 
無回答 7 71. 4 0.0 0.0 14.3 0.0 14.3 14.3 0.0 0.0 28.6 0.0 

健康で、普通に生活している 184 29.3 9.8 23.4 14.7 2.7 10.9 33.2 6.0 4. 3 18.5 4.3 

何らかの病気や障がいはあるが、
112 21. 4 8.0 14.3 20.5 4.5 15.2 33.0 3.6 3.6 22.3 5.1 

健
日常生活は自立、外出もできる

康 何家のらかの病気や障がいはあるが、 4 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 。。 25.0 0.0 25.0 0.0 0.0 
状
中では自立、外出はできない

態
病気や際がいがあって、日中も 。0.0 。。 。。 0.0 0.0 。。 。。 0.0 0.0 0.0 。。
5llJ 
ベッドの上での生活が主体である
病気や隙がいがあって、 1日中
ベッドの上にいる

。0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 。。 0.0 0.0 0.0 0.0 

無回答 2 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

性別でみると、男性は「環境に関する活動j、「地域の自治活動J、「一般を対象としたスポーツ ・レク

リエーション指導Jなどで女性よりも割合が高く、女性は「高齢者を支援する活動J、「障がい児 ・者を

支援する活動Jなどで男性よりも割合が高くなっている。

世帯構成別にみると、夫婦だけで、二人とも 65歳以上の世帯では「地域の自治活動J、夫婦だけで、

どちらかが 65歳以上の世帯では「障がい児 ・者を支援する活動J、「一般を対象と したスポーツ ・レク

リエーション指導Jなどの割合が、他に比べ高くなっている。
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⑥高齢者を支媛する活動として行っている具体的内容

【間37-4でr1. Jと答えた方にうかがいます】
間37-5 r高齢者を支援する活動」とは， 具体的にはどういった活動ですか。(0はいくつでも〉

【高齢者を支援する活動として行っている具体的内容】

話し相手

ごみ出し

買い物

掃除

食事の準備・調理・後始末など

草取り・庭木の努定

家の中の簡単な修理や官11事交換など

外出支媛(付添・介助・送迎など)

洗濯

その他

無回答

0" 20弛 40弛 60首 80% 

51.3 

全体(n=80)

高齢者支援として行っているボランティア活動の具体的な内容では、「話し相手Jが 43.8%で最も多

くなっている。
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⑦ボランティア活動への参加意向

【間37でr2.Jと答えた方にうかがいます】

間37-6 ボランティア活動への参加の意向はいかがですか。(0は1つ〉

全体

(n=2.535) 

「一男性

性 (n=1.133)1 

別女性

L一(n=l仁.357)

「口二巴山ωル…O←内~叶6(いn=651) 1 
65-69歳

(いn=580) 1 

70-74 車量量2(門 ω
B知別lリJ 75-79 歳

L 
80-84歳
(n=263) 

85歳以上

(n=177)0.0 

【ボランティア活動への参加意向×性別・年齢別】

-積極的にやりたいと思っている

白あまりやりたいとは思わない

回その他

ロ無回答

20覧 40覧

図機会があればやりたいと思っている

田やりたいとは思わない

図わからない

24.5 

28.9 

30.5 

60覧 80弛 100覧

現在ボランティア活動をしていない人のうち、25.8%には参加意向がある。一方で、 やりたいとは思

わない人は35.0%を占める。

性別でみると、女性に比べ男性の方がボランティアへの参加意向が高くなっている。

年齢別でみると、年齢が低くなるにしたがって参加意向は高くなっており、 60"-'64歳の参加意向は

34.3%である。
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【ボランティア活動への参加意向×健康状態別】

υ 

恩積 と機 わあ や そ わ 無
回 つ極 a医也ヨ、d2ZhZ なま り の 台、 回
4事 て的 つが し、り た 他 ら 4客
数 b、lこ てあ や し、 な
るや いれ り と し、

り るl'i た は
た や b、 患、
L、 り と わ
t: た lま な

b、 恩 b、

2，535 22 630 529 357 222 321 454 
全体

100.0 0.9 24.9 20.9 14. 1 8.8 12. 7 17.91 

健康で、普通に生活している 1， 161 0.9 33.4 20.2 11.5 5.8 14.0 14. 1 

何らかの病気や障がいはあるが、
1， 163 0.9 19.9 23.5 15.3 9.0 11. 6 19.7 

健
日常生指は自立外出もできる

E長 何らかの病気や隣がいはあるが、 148 0.0 5.4 10. 1 20.9 23.0 10. 1 30.4 
家の中では自立、外出はできない

状
病気や障がいがあって、日中も

27.8 25.0 8.3 27.8 態
ベッドの上での生活が主体である

36 0.0 0.0 11. 1 
月IJ
病気や障がいがあって、 1日中

13 0.0 0.0 0.0 7.7 23.1 38.5 30.8 
ベのドの上にいる

無回答; 14 0.0 14.3 14.3 21. 4 28.6 7.1 

平成25年度

健康状態別にみると、自立度が高い層で参加意向が高くなってい る。
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⑧どういったことがあれば参加できると思うか

【間37-6でr1. Jかr2.Jと答えた方にうかがいます】

間37-7 どういったことがあれば参加できると思いますか。 (0は3つまで〉

【どういったことがあれば参加できると思うか】

0% 20覧 40弘 60覧 80% 

活動に参加する時間の余裕 57.5 

活動する場の情報を鑓供する窓口

経済的な余俗

活動する場や内容の相設に応じてくれる窓口

活動への勧誘

活動に対する助成(報酬，実費弁償など)

その他

無回答

全体(n=652)

参加できるようにするための条件としては、「活動に参加する時間の余裕Jが 57.5%で最も多く、次

いで「活動する場の情報を提供する窓口Jが 41.3%、「経済的な余裕Jが 24.7%、「活動する場や内容

の相談に応じてくれる窓口Jが21.9%で続いている。
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⑨ボランティア活動への参加希望頻度

【間37-6でr1. Jかr2.Jと答えた方にうかがいます】

間37-8 どれくらいの頻度で参加レたいと思いますか。 (0は1つ〉

【ボランティア活動への参加希望額度×性別 ・年齢別 ・健康状態別】

同 まとんど毎日 図週2-3回穏度 ロ週1回程度

田月1回程度 臼2-3ヵ月に1回程度

巴1年に1回程度 ロ無回答

全体

(n=652) 

「男性

性 (n=332) 

sIJ 女性
L (n=310) 

(n=223) 
Fo.10.3alL..L ...L ...L ...L.38.1ふ い 18目日目目目目8136.3IIBollBnllB朋ゾ7.6:.¥科.0113.6 

65-69歳
(n=194) 

70-74歳
年 (n=117) 
歯令

見IJ 75-79歳

l8〈0・=匂8754}歳

(n=26) 

85歳以上
(n=13) 。

「一健康で、普通に生活している

鍵 (n=399) .. 
日常生活1ま自立、外出も

状

態
ひとりでできる(n=243)

見。 家の中では自立、外出は

L ひとりでできない(n=8)
u.u u.u u.u 

20覧 40弛 60覧 80覧 100覧

ボランティア活動への参加希望頻度は、 「週1回程度Jが 39.7%、「月 1回程度Jが 32.8%を占めて

し、る。

性別でみると、男性では週1回以上の頻度が女性に比べて高くなっている。

年齢別では、 65"-'69歳で週1回以上での頻度が過半数を占めている。
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⑩1回当たりの参加希望時間

【間37-6でr1. Jかr2.Jと答えた方にうかがいます】

間37-9 1目当たりの参加時間はどのくらいがいいですか。 (0は1つ〉

【1回当たりの参加希望時間】

図 1時間以上2時間未満 白 2時間以上4時間未満

ロ無回答

全体

(n=652) 

。% 20% 40弛 60拡 80拡 100覧

1回当たりのボランティア活動への参加希望時間は、r1時間以上2時間未満Jが41.3%で最も多く、
次いで r2時間以上4時間未満Jが34.0%となっている。

⑪ボランティア活動を行いたい場所

【間37-6でr1. Jかr2.Jと答えた方にうかがいます】

間37-10 どこでボランティア活動を行いたいですか。 (0はいくつでも)

【ボランティア活動を行いたい場所】

0% 20% 40覧 60% 

地績の公民館等の公共施設機物物物物後働側

NPOなどの事務所傷後傷務2~23.2

病院、老人ホームなどの民間施設協後物22.1

相手方の家(同一絞区)阪労~10.7

自宅修勿;:a7.1 

相手方の家(違う絞区)隠勿6.0

その他閥3.8

無回答院忽移務al14.0

80% 

全体(n=652)

ボランティア活動を行いたい場所では、 「地域の公民館等の公共施設Jが63.5%で最も多い。
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⑫参加したいボランティア活動

【間37-6でr1. Jかr2.Jと答えた方にうかがいます】

間37-11 どのようなボランティア活動に参加レたいと思いますか。(0はいくつでも〉

【参加したいボランティア活動】

環境に関する活動

地域の自治活動

高齢者を支援する活動

子ども・青少年を支援する活動

文化・伝家活動

障がい兜・者を支緩する活動

一般を対象としたスポーツ・

レクリエーション指導

国際交流・国際協力活動

募金や古切手などの収集

その他

無回答

0首 10弛 20覧 30覧 40覧 50覧

35.9 

全体(n=652)

ボランティア活動への参加意向のある人に、今後どのような活動に参加したいかたずねたところ、 「環

境に関する活動~J が 35.9%で最も多く なっている。次いで 「地域の自治活動J が 28.1%、「高齢者を支

援する活動Jが26.2%、「子ども ・青少年を支援する活動Jが24.5%と、いずれも 20%台で続いている。
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【参加したいボランティア活動×性別・年齢別・健康状態別】

‘' 
『高 動隊 活子 環 国 文 I也 若手 ツ そ 無

回 齢 t手 動ど 境 際 イヒ 域 金 -般 の 回
答 者 し、 も 交 の や レを 他 容

数 を 児 関 流 伝 自 古 ク対
支 背 す 承 治 切 リ象
援 者 少 る 国 活 活 手 エと
す を 年 活ー 際 動 動 な lし
る 支 を 動 協 ど シた
活 E量 よ乙 カ の ヨス

'l'IJ す 援 活 収 ンポ
る す 動 集 指 l
活 る 導

全体 652 171 76 160 234 48 110 183 34 50 12 89 
100.0 26.2 11. 7 24.5 35.9 7.4 16.9 28.1 5.2 7. 7 1.8 13.7 

t全 男性 332 19.9 10.8 26.2 41. 3 10.2 19.3 31. 0 2.4 11. 4 1.2 13.0 
k性 310 32.6 12.9 22.9 31. 0 4.5 14.2 24.8 8.4 3. 5 2.6 13.5 日IJ
無回答 10 40.0 。。 20.0 10.0 0.0 20.0 30.0 0.0 10.0 。。 40.0 
60~64歳 223 28.3 17.5 28.3 39.9 11. 7 17.5 27.4 4.9 8. 1 1.8 10.8 
65~69歳 194 23.7 11.3 23. 7 39.2 7.2 20. 1 33.0 6.2 9.8 2. 1 8.8 

年 70~74歳 117 26.5 10.3 24.8 34.2 3.4 13.7 23.1 5.1 4. 3 0.9 17.1 
齢 75~79歳 75 25.3 1.3 21. 3 28.0 2.7 10.7 30. 7 4.0 9. 3 2.7 20.0 
日IJ80~84歳 26 26.9 7.7 7.7 19.2 0.0 15.4 23.1 0.0 3.8 3.8 30.8 
85歳以上 13 23.1 。。 23.1 15.4 15.4 23. 1 15.4 15.4 0.0 0.0 23.1 
無回答 4 50.0 0.0 25.0 25.0 0.0 25.0 。。 0.0 0.0 0.0 50.0 

健康で、普通に生活している 399 26.6 13.0 25.8 37.1 8.8 17.5 27.8 6.0 7.8 2.3 14.0 

何らかの病気や障がb、はあるが、
243 25.5 9.5 21. 4 35.0 5.3 16.5 29.2 4.1 7.8 1.2 12.8 

健
日常生活は自立、外出もできる

康 何家のらかの病気や障がいはあるが、 8 37.5 12.5 37.5 0.0 0.0 。。 12.5 0.0 0.0 0.0 25.0 
状

中では自立外出はできない

態
病気や隊がいがあって、日中も 。0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 
jjlJ ベッドの上での生活が主体である
病気や障がいがあって、 1日中
ベッドの上にいる

。0.0 0.0 。。 。。 0.0 。。 。。 0.0 0.0 0.0 。。
無回答 2 0.0 0.0 100.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

性別でみると、男性は 「環境に関する活動j、「国際交流 ・国際協力活動J、「文化・ 伝承活動J、f地域

の自治活動J、「一般を対象としたスポーツ ・レクリエーション活動jへの参加意向が女性よりも高く 、

女性は「高齢者を支援する活動Jへの参加意向が男性より高くなっている。

年齢別でみると、年齢が低い層ほど「障がい児 ・者を支援する活動J、「環境に関する活動jへの参加

意向が高くなっている。
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⑬高齢者を支援する活動として行いたい具体的内容

【間37-11でr1.Jと答えた方にうかがいます】

間37-12 r高齢者を支援する活動」とは、具体的にはどういった活動ですか。
(0はいくつでち〉

【高齢者を支援する活動として行いたい具体的内容】

。% 20" 40略 60" 80覧

話し相手 62.0 

ごみ出し

買い物

掃除

外出支援(付添・介助・送迎など)

~の中の簡単な修理や電線交換など

洗濯

草取り・庭木の努定

食事の準備・調理・後始末など

その他

無回答

全体Cn=171)

高齢者支援として行いたいボランティア活動の具体的な内容では、「話し相手Jが62.0%で最も多く、

次いで「ごみ出しJが42.1%、『買い物Jが41.5%と40%台で続いている。
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⑩ボランティア活動をやりたいと思わない理由

【間37-6でr3.Jかr4.Jと答えた方にうかがいます】

間37-13 あなたがボランティア活動をやりたいと思わない理由は何ですか。(0はいくつでも〉

【ボランティア活動をやりたいと思わない理由】

0% 20% 40% 60% 

ーーーーー司、

健康・体力に自信がない 43.5 

人間関係などがわずらわしい

仕事をしていて活動する時聞がない

興味がない

趣味などの活動に参加しているから

介護などの家庭の事情

交通費などの経費がかかる

無回答

全体(n=886)

ボランティア活動をやりたいと思わない理由で最も多いのは、「健康 ・体力に自信がないJで43.5%

となっている。
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【ボランティア活動をやりたいと思わない理由×性別・年齢別・健康状態別】

(%) 
い健 介 か交 る{上 し趣 わ人 興 壷E

回 E賢 議 る通 時事 て味 し問 味 回
答 な 費 聞を いな い関 カ2 事事
数 体 ど な がし るど 係 な
カ ~ ど なて かの な b、
家 の し、し、 ら1孟 ど

自 庭 経. て 動 ヵt
信 の 費 活 わ
カ2

* 
カ2 動 参 ず

な ↑育 色、 す カ日 ら
全体 886 385 92 57 176 123 213 125 94 

100.0 43.5 10.4 6.4 19.9 13.9 24.0 14. 1 10.6 

4生 男性 401 34.9 6.0 7.0 25.21 14.2 24.9 19.7 10.7 

sIJ 女性 474 51. 1 11.3 5.9 15.01 13.9 23.6 8.9 10.3 
無回答 11 27.3 0.0 9.1 36.4 0.0 9.1 36.4 18.2 
60-64綴 210 31. 0 13.3 8.1 39.0 9.5 26. 7 16. 7 5.2 
65-69歳 222 36.9 12.6 8.6 22.1 16. 7 28.4 14.9 10.4 

年 70-74歳 177 42.4 6.8 6.8 15.3 18. 1 24.9 11. 3 12.4 
齢 75-79歳 108 52.8 6.5 5.6 10.2 19.4 23.1 17.6 11. 1 
5JIJ 80-84議 103 55.3 12.6 2.9 3.9 9.7 18.4 7.8 18.4 
85歳以上 58 79.3 6.9 0.0 1.7 5.2 8.6 12. 1 10.3 
無 n是主 8 37.5 0.0 0.0 25.0 。。 12.5 37.5 12.5 

健康で、普通に生活している 369 17.3 12.2 4.1 32.0 20.6 23.6 15.4 11. 4 

何らかの病気や障がいはあるが、
451 59.2 8.4 8.9 25.3 13.3 10.4 

健 日常生活は自玄、外出もできる
康 何らかの病気や隊がいはあるが、 46 89.1 13.0 4.3 2.2 2.2 17.4 6.5 2.2 
状
家の中では自立、外出はできない

態
病気や障がいがあって、日中も

14 78.6 21. 4 0.0 。。 0.0 21. 4 28.6 14.3 
sIJ ベッドの上での生活が主体である病気や障がいがあって、 1日中
ベッドの上にいる l 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 。。 100.0 。。
無回答 5 40.0 0.0 0.0 20.0 0.0 20.0 0.0 40.0 

性別でみると、男性は 「仕事をしていて活動する時聞がないJ、「興味がないjの割合が女性よりも高

くなっている。一方、女性では、f健康 ・体力に自信がないJの割合が5割を超えている。

年齢別では、 60"-'64歳で f仕事をしていて活動する時間がなしリが 39.0%と他の年齢層に比べて高

い割合を占め、 65歳以上になると年齢とともに「健康 ・体力に自信がないJの割合が高くなる。

健康状態別では、健康で、、普通に生活している人は f仕事をしていて活動する時間がないJが32.0%

と、 他の健康状態の人と比べて割合が高くなっている。
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⑮今後ボランティア活動が活発に行われるために必要なこと

問38 今後、ボランティア活動が活発に行われるためには、どういったことが必要と思いますか。

(0はいくつでち〉

【今後ポランティア活動が活発に行われるために必要なこと】

ボランティアを求める人と行いたい人を

つなげる窓口の設置

ボランティアを行う人に交通貨などの

経済的な負担が生じないこと

ボランティア団体に対し、立上げから

相談に乗るコーディネーター

ボランティア団体に対して、

立ち上げまでの経費を助成

ボランティア団体における事務作業を、

代行する機関

その他

無回答

0弛 20也 40覧 60拡

48.4 

全体(N=2.985)

今後ボランティア活動が活発に行われるために必要なことと しては、「ボランティアを求める人と行

いたい人をつなげる窓口の設置Jが48.4%で最も多く、次いで「ボランティアを行う人に交通費などの

経済的な負担が生じないことJが33.9%で続いている。
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(2)生きがいを感じること

間39 あなたが、現在生きがいを感じるのはどんなことですか。 (0はいくつでも〉

【生きがいを感じること】

。覧 20覧 40拡 60% 80% 

ーーーーーーτーーーーー ・ーーーーー「

家族との団らん 38.0 

趣味の活動

旅行

働くこと(仕事)

友人や近所とのつきあい

スポーツ・運動

学習や教養を高めるための活動

老人クラブ活動

町内会・自治協議会などの活動

地緩や社会への準仕活動(ボランティア活動)

その他

特にない

無回答

全体(N=2.985)

生きがいを感じることは、 f家族との団らんJの38.0%、「趣味の活動Jの36.4%、f旅行Jの33.8%、

などが上位にあげられており、 f特になし、Jは8.2%となっている。
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【生きがいを感じること×性別・年齢別・世帯構成別】(経年比較)

働 IJ)~千 ス
趣味
老 の町 (地

家族 友人
旅 そ 特 無

回 く 活習 ポ 人 活内 ボ域 行 の 回
答 」、， 動や の ク 動会 ラや と や イ也 な 答

数 と 教 ツ 活 フ ン社 の 近 b、

{ 主毒 動 プ 自 テ会 同 所
仕 を 選 活 f台 イへ ら と
事 高 動 動 協 アの ん IJ) 

め 議 活若草 つ
る d3合"、 動仕 き
た な 活 あ

め ど 動 む、

全体
2，985 809 442 616 1，087 149 115 69 1，134 751 1，009 104 244 284 
100.0 27.1 14.8 20.6 36.4 5.0 3.9 2.3 38.0 25.2 33.8 3.5 8.2 9.5 

性
男性 1. 315 34. 1 16. 1 27.5 41. 0 5.4 5.4 2.5 35.2 18.5 32.7 3.0 7.7 8. 1 

}jIJ 
女性 1，609 21. 4 13.7 15.3 33.0 4.5 2.7 2.1 40.9 30.4 35.0 3.9 8.5 10.4 
毎Eロ空主 61 26.2 14.8 14.8 27.9 8.2 1.6 3.3 21. 3 31. 1 26.2 3.3 9.8 18.0 
60-64滋 720 48.1 18.2 24.3 39.0 0.3 1.3 2.8 44.4 27.5 40.0 3‘l 6.3 2.8 
65-69歳 680 33.8 17.4 23.2 42.4 2. 1 3.7 2.8 44.1 24.0 35.9 4.3 6.0 5.1 

年 70-74歳 590 20.7 11.7 26.3 39.8 7.6 6.1 2.9 31.9 28. 1 39.3 3.4 6.8 9.0 
鈴 75-79級 428 15.2 11. 4 17.5 32.7 9.3 6.3 1.4 28.7 23.6 29.7 2.8 11. 2 15.0 
}jIJ 80-84歳 312 9.3 11. 2 10.9 29.5 9.3 4.2 1.3 32.1 22.1 22.4 3.5 10.9 17.3 
85歳以上 213 3.3 8.0 7.0 17.8 7.0 2.3 0.5 34.3 18.3 16.0 4.2 14.6 23.5 
無目当産 42 23.8 11. 9 9.5 31. 0 9.5 0.0 4.8 28.6 35.7 33.3 2.4 11. 9 19.0 
ひとり暮らし世帯 633 23.1 12.3 15.0 32.2 5. 1 3.5 1.9 15.6 25.4 26.1 3.9 13.7 13.3 
夫婦だけで、二人とも65歳以上

816 19.6 17.5 23.9 40.1 8.0 6.6 2.5 41. 1 24.4 35.5 3.2 6.5 9.2 
の世帯

夫婦だけで、どちらかが65歳以
219 38.4 14.6 26.5 36.5 3.7 1.8 3.7 46.6 21. 9 35.6 3.7 5.5 6.8 

上の世帯
世 夫婦だけで、 一人とも65歳未満

210 50.5 21. 9 31. 0 11. 0 0.5 1.1 3.3 51.3 30.0 45.2 3.3 1.9 3.3 
帯 のt生櫛
構 あなたとその他の高齢者 (65歳

901 28.9 12.2 12.2 31. 1 1. 1 1. 1 。。 38.9 25.6 30.0 3.3 12.2 7.8 
成 以上の方)のみの世宇野
YJIJ 二世代同居世帯 (65歳未満の方

514 27.2 13.0 19.3 36.6 4.1 3.9 1.8 47.1 24.7 35.0 3.3 7.6 6.8 
がいらっしゃる世帯)
ニ世代|百j居世帯 (65歳米満の方

121 22.3 10.7 19.0 32.2 3.3 1.7 2.5 49.6 31. 4 38.8 4. 1 7.4 9.1 
がいらっしゃる世帯)

無その問他答の世+皆 圃

318 33.3 14.8 20.1 37.4 3.5 2.8 2.5 40.3 23.3 34.6 3.5 7.5 9.4 
641 21. 9 7.8 9.4 25.0 9.4 0.0 3.1 29.7 28. 1 26.6 3.1 7.8 31. 3 

経
平成22年度 2，939 23.8 12.8 20.2 34目6 4.5 4. 7 2.6 40.9 26.4 37.0 1.9 12. 1 

年
平成19年度 3，161 22.8 13.5 18. 1 35.1 4.9 5. 1 8.9 37.6 25.8 40.6 3. 1 11. 9 

比
較

平成16年度 2，722 30.1 16.2 19.6 35.3 7.5 5.4 7.0 42.3 29.1 45.7 2.5 11. 3 

(%) 

度

一
度

一
度

年

一
年

-
年

民
リV

E

内

4

・AU
J

。，U
園

内

4

・2
1

成

一
成

-
成

平

一
平

-
平

性別でみると、男性は「働くこと(仕事)Jや「スポーツ ・運動J、「趣味の活動jなどの割合が女性

より高く、女性では「家族との団らんJ、「友人や近所とのつきあいJなどが男性よりも高い割合を占め

る。

年齢別にみると、ほとんどの項目では年齢が低いほど生きがいを感じる人が多くなっており、「老人

クラブ、活動Jについては年齢が上がるほど高くなっている。また、「特にないJも同様である。

世帯構成別にみると、夫婦だけで、二人とも 65歳未満の世帯では「家族との団らんJが過半数を占

め、三世代同居では49.6%を占める。

前回調査と比較すると「働くこと(仕事)J、f趣味の活動Jなどに生きがいを感じる人は増加してい

る。 一方 「町内会 ・自治協議会などの活動J、「旅行Jなどは減少している。
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(3)地域活動をするために必要なこと

【間39でrS.jかr6.jと答えた方にうかがいます】

間40 あなだは老人クラブや町内会などの地域活動をするには、伺が必要だと思いますか。
(0はいくつでも〉

【地域活動をするために必要なζ と】

一緒に活動する仲間

活動に関する情報

リーダー(指導者)

活動に利用できる施設

社会活動を行うための

研修や講座の開催

器材の提供や活動資金の援助

活動に対する報酬

逮絡調整などを行うところ

(ボランティアセンターなど〕

その他

特に必要ない

無回答

O覧 20% 40覧 60% 80覧 100% 

75.7 

会体(n=210)

地域活動をするために必要なことでは、 「一緒に活動する仲間Jが75.7%で最も多い。
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【地域活動をするために必要なこと×性別・年齢別】

(%) 

活 フ逮 リ
座の社会

活 器 活 そ 特
無回

回 緒 動 ン絡 動 材 動 の に

4宰 テ澗 ダ 開活 の 他 必 空;;:

数 活 関 イ主藍 書量動 幸1) 提 対 事長
動 す アな ( を 用 {共 す す主

す る セど 指 行 で や る し、

る 情 ンを 連事 う き 活 事担
{中 報 タ行 者 た る 動 酬
間 lう め 施 資

なと の 設 金
どこ 研 の
ろ 修 援
( や 助
ボ 言韓

全 休
210 159 84 19 82 52 62 49 27 4 8 5 
100.0 15.7 40.0 9.0 39.0 24.8 29. 5 23.3 12.9 1.9 3.8 2.4 

性
男性 115 69.6 39. 1 10.4 38.3 29.6 21.0 23.5 16.5 1.7 5.2 1.1 
女性 90 85.6 42.2 6. 7 41. 1 20.0 31. 1 22.2 8.9 2.2 1.1 2.2 
sI) 
無回答 5 40.0 20.0 20.0 20.0 。。 60.0 40.0 0.0 0.0 20.0 20.0 
60-64歳 10 60.0 40.0 20.0 50.0 40.0 40.0 30.0 20.0 10.0 20.0 0.0 
65-69歳 34 70.6 41. 2 8.8 44. 1 23.5 32.4 35.3 17.6 2.9 2.9 。。

主手 70-74歳 63 81. 0 49.2 11.1 41. 3 23.8 34.9 25.4 14.3 1.6 1.6 4.8 
齢 75-79歳 50 76.0 28.0 8.0 28.0 30.0 26.0 16.0 16.0 2.0 2.0 2.0 
.)}IJ 80-84歳 33 12. 7 36.4 3.0 45.5 21. 2 24.2 21. 2 3.0 0.0 6. 1 。。
85歳以上 16 81. 5 50.0 6.3 31.5 18.8 12.5 12.5 6.3 。。 。。 。。
無回答 4 50.0 25.0 25.0 25.0 。。 50.0 25.0 0.0 。。 25.0 25.0 

性別でみると、 いずれも f一緒に活動する仲間Jとの回答が多いが、男性では69.6%、女性では85.6%

と、女性の割合が高くなっている。

年齢別にみると、 60"'64歳で「特に必要ないJの割合が他に比べ高くなっている。
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(4)老人クラブ活動に参加していない理由

【混在、老人クラブの活動(おおむね60.以上)に$加していない方にうかがいます】

問41 参加していない主な理由は何ですか。 (0はいくつでち〉

【老人クラブ活動に参加していない理由】

仕事をしていて活動する時間がない

健康・体力に自信がない

人間関係などがわずらわしい

趣味などをしていて活動する時間がない

もう少し年をとってから参加したい

活動の肉容がわからない

お年寄り扱いされたくない

活動内容に魅力を感じない

一緒に活動する仲間がいない

介護などの家庭の事情

金銭の負担をしたくない

他の活動に参加している

近くに老人クラブがない

以前参加していたが退会した

その他

特に理由はない

無回答

0唱 20拡 40% 

E・E・--・E・-ーーーーー司、

全体(N=2.985)

現在老人クラブ活動に参加していない理由は、「仕事をしていて活動する時間がないJが 22.2%で最

も多く、他に 「健康・体力に自信がないJが 18.6%、f人間関係などがわずらわしい」が 16.9%、「趣味

などをしていて活動する時聞がないJ、「もう少し年をとってから参加したいjがともに 13.2%などとな

っている。また、f特に理由はないj は7.4%である。
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【老人クラブ活動に参加していない理由×性別・年齢別・世帯構成別】

，v 

い健康 護介 る仕
す動趣味

L、 い近 い活
ない活動
なお

回 時事 な緒 く 動 い年
答 な 聞を るな し、』こ の 内 守寄

数 体 ど がし 時ど 活 老 内 ~明r り
カ の なて 問を 動 人 廿~ 扱
家 し、し、 がし す ク カ2 魅 L、

闘 庭 て なて る フ わ カ さ
{言 の 干長 し、し、 仲 プ 台、 を れ
カ2 事 動 て 問 泊t ら 感 た
な 情 す 活 が な な じ く

全体 2，985 556 181 662 394 242 70 369 282 344 
100.0 18.6 6. 1 22.2 13. 2 8.1 2.3 12.4 9.4 11. 5 

性
|男怜 1. 315 16.2 4.3 28.7 15. 1 8. 7 1.9 14.7 10.6 13.6 
女性 1. 609 20. 7 7.5 17.2 12.0 7.6 2.6 10.6 8.6 9.9 s1l 
無回答 61 16.4 8.2 11. 5 3. 3 8.2 4.9 8.2 6.6 8.2 
60~64級 720 9.2 7.6 45.7 14.0 8.3 1.3 16.5 9.9 12.8 
65~69歳 680 13.8 6.9 28.4 17.4 10.3 2.9 17.9 11. 3 15.6 

年 70~74歳 590 18.0 1.1 11.6 15.6 9.2 3.1 10.5 12.5 12.0 
齢 75~79歳 428 22. 7 5.4 8.4 11.0 5.8 2.6 9.3 7.0 9.6 
s1l 80~84歳 312 33.3 6. 7 3.8 8. 3 6. 7 2.6 6.4 7.1 7.7 
85歳以上 213 39.0 1.2 0.5 3.8 4.2 1.1 1.9 2.8 3.8 
無回答 42 14.3 4.8 11. 9 4.8 7.1 2.4 4.8 4.8 4.8 
ひとり募らし世帯 633 25.4 2. 1 15.6 11. 1 9.0 3.8 13.0 9.0 11. 2 
夫婦だけで、 一人とも65歳以上

816 21. 6 6.5 13.7 16.4 7.6 2.5 11. 2 11. 0 10.0 
の世帯事
夫婦だけで、どちらかが65歳以

219 8.2 7.8 32.4 14.2 6.8 2.3 15. 1 8. 7 16.4 
上の世手持
世 夫婦だけで、 ー人とも65歳未満

210 6. 7 4.3 46.7 18.6 9.0 1.4 19.0 12.9 16.2 昔幸 の世帯
構 あなたとその他の高齢者 (65歳

90 17.8 16.7 25.6 10.0 8.9 1. 1 8.9 8.9 7.8 
成 以上の方)のみの世帯
s1l 一世代同居世帯 (65歳未満の方

514 21. 0 7.8 24. 7 12. 3 8.2 1.9 12.3 7.8 10.5 
がいらっしゃる世帯)
二世代同居世帯 (65歳未満の方

121 12.1 9.1 21. 5 9.9 5.8 。。 10.7 11. 6 8.3 
がいらっしゃる世帯}
その他の世幣 318 11. 6 6.6 30.2 10.1 8.8 1.9 11. 6 7.9 14.8 
無回答 64 17.2 3. 1 15.6 6. 3 6.3 1.6 3. 1 3.1 4. 7 

わ人 い金 会以 らも る他 そ 特 然
回 し間 銭 し前 参う の の 回
答 い隠 の た参 カ日少 紙 他 哩豊 答
数 係 負 力目 しし 動 自

な 担 し た年 lま
ど を て いを 革主 な
カt し b、 と カH し、

わ た た つ し
ず く ヵ= て て
ら な 退 色、 し、

全体 2，985 504 140 42 393 113 104 220 578 
100.0 16.9 4. 7 1.4 13. 2 3.8 3.5 7.4 19.4 

性
男性 1.315 16.2 4.9 1.3 13. 1 4.2 2.9 6.6 17.4 
女性 1.609 17.5 4.4 1.5 13.4 3.4 4.0 8.0 20.6 s1l 
無回答 61 16.4 8.2 1.6 8. 2 4.9 1.6 8.2 29.5 
60~64蔵 720 16.4 5.0 0.0 26.8 3.5 2.9 8.5 6.3 
65~69歳 680 21. 9 5.9 0.7 19. 1 4.3 3.5 6.8 9.1 

年 70~74歳 590 19.5 4.6 1.7 9.3 4.1 4.2 5.9 23. 7 
齢 75~79歳 428 13.8 3. 7 3.5 2.1 4.2 2.8 8.4 30.6 
ijll 80~84歳 312 11. 5 4.8 1.9 1.0 3.2 2.2 6. 7 34.3 
85歳以上 213 9.1 0.9 2.3 0.0 1.9 6.6 8.0 37.6 
無回公 42 16.7 9.5 2.4 7.1 7.1 2.4 9.5 31. 0 
ひとり軍事らし世帯 633 17.7 6.2 1.3 10.0 1.7 3.9 7.1 21. 6 
夫婦だけで、一人とも65歳以上

816 16.3 3.8 1.8 8. 2 5.5 3. 1 6.1 23.2 
の世櫛
夫婦だけで、どちらかが65歳以

219 19.2 5.9 0.0 20.5 3.2 2. 7 6.8 16.4 
上の世帯
世 夫婦だけで、 一人とも65歳未満

210 18.1 5.2 0.0 33.8 4.8 2.9 7.1 5.2 
音寺 の世帯
構 あなたとその他の高齢者 (65歳

90 15.6 3.3 1. 1 16.7 5.6 6. 7 4.4 16.7 成 以上の方)のみの世格
s1l 二世代同居世帯 (65歳未満の方

514 16.5 3.7 1.9 12.8 3. 7 2.9 8.2 16. 1 
がいらっしゃる世帯)
二世代同居世待 (65歳未満の方

121 14.0 4.1 3.3 14.0 2.5 3.3 11. 6 20. 7 
がいらっしゃるt量得}
その他の世帯 318 17.3 4.4 0.9 14.2 3. 1 5.0 9.4 18.2 
無回答 64 12.5 7.8 1.6 6. 3 4. 7 1.6 7.8 37.5 

-97 -



平成25年度 福岡市高齢者実態調査結果報告書

性別でみると、男性は「仕事をしていて活動する時聞がないJとの回答が最も多く、他に「趣味など

をしていて活動する時間がないJ、「活動の内容がわからなし、j、fお年寄り扱いされたくないJなどの理

由で、女性よりも割合が高くなっている。一方、女性では f健康 ・体力に自信がなしリとの回答が最も

多い。

年齢別にみると、年齢が低い層では「仕事をしていて活動する時間がないJ、「もう少し年をとってか

ら参加したいJなどの割合が高く、 年齢が高い層では「健康 ・体力に自信がないjの割合が高くなって

いる。

世帯構成別でみると、ひとり暮らし世帯や、夫婦だけで、二人とも 65歳以上の世帯、二世代同居世

帯で、「健康 ・体力に自信がなし、jの割合が高くなっている。
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